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第２６５０回 例会報告                         ２００８年１０月 ３日 

ゲスト並びにビジター紹介   ゲスト、米山奨学生 リー・ホー君（ゲスト卓話）  ビジター  なし 

誕生祝 １０月８日 有澤夫人 妻の誕生日のお祝いありがとうございます。５９歳になります。先月の中ぐら

いに４人目の孫が生まれ忙しくやっていますが、こちらに眼が向かなくて良い思いをしています。 

１０月１２日 中田夫人 妻の誕生日のお祝いを頂きましてありがとうございます。５４歳で一つ年上の女房

ですが、実際にいい女だと思います。家族のことについて、私は何も出来ないが一生懸命やっているので

感謝したいと思います。今後も、二人で出来ることをやって行きたいです。 

１０月１０日 若田君 ５９歳になります。これからも健康に注意し家族の足手まと

いにならないように、そして世の中に少しでも役に立つように頑張って行きたい

と思います。もう少しで人生の振出しに戻る訳で、一日一日、青春で行きたいと

思います。 

会長挨拶  大村会長 １０月に入り、すばらしい秋晴れの過しやすい天気が毎日続いています。１０日程前

に富山県緑化運動協会の研修会があり北海道へ行ってきました。９／２１～２３、天気も良くて羊蹄山、

駒ケ岳の眺めもすばらしい景色でした。 

遅くなりましたが、中田さんの奥さん、有澤さんの奥さん、若田さん誕生日おめでとうございます。若

田さんには今後ともクラブのために頑張って頂きたいと思います。 

先月後半から、第一分区の７つのロータリークラブにＩＭの参加の登録のお願いに、辻（浩）委員長と

ともに行って来ました。あるところの夜間例会では想定時間と相当ずれてしまい、事前確認の必要性を感

じました。第一分区には２００人余り、文化ホールは３００人の席があります。これからも参加要請に努

めて参りたいと思います。 ※第２６４８回会報の訂正  … 会長挨拶：「モクゲ」→「ムクゲ」です。 

米山奨学生 リー・ホー君 奨学金頂いてありがとうございます。９月１５日に、２６１０地区の奨学生の

研修会が松任であり私も参加しました。そこで沢山友達作りました。一緒に盆踊りも体験し、とても楽し

かったです。１０月から新しい学期が始まり、もっと難しくなりますが頑張ります。 

幹事報告 黒部中央・黒部 RC より １０月度の例会案内 米山奨学会 RC より ２００７年度事業実施報告書 

報告 次回１０日は夜間例会「旬を楽しむ会」で「いけがみ」で行います。奥さん、旦那さん同伴で結構

です。是非、皆さん参加をお願いします。 

出席報告  第２６５０回 出席：３１名 ８６.１１％ 欠席：５名 金山、金岩、春田、宮本、若井 

メイキャップ：清水、野澤    

第２６４８回 メイキャップ 松田、広浜  出席率 ８０．５５％ → ８６．１１％ 

ニコニコボックス  大城さん 先日、交換卓話を遂げ、大村会長、辻さんにも応援いただきました 

生駒さん 北日本新聞の「私の半生記」を多くの人に読んで激励をいただき感謝しております 

平崎さん ＩＭの出席要請に各クラブへ一緒に出向かれた大村会長、辻実行委員長に感謝します 

山澤さん 親睦ゴルフ大会で優勝させていただきました。妻はＢ・Ｂ賞でした 

寺崎さん 恒例の月初めのお付き合いです 
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委員会報告など  親睦委員会 関口委員長 ９／２３（日）急遽ゴルフ大会を実行しました。根岸さん、杉野

ご夫妻、山澤ご夫妻、平崎さん、広浜さん、清水さん、中島さんが参加され

ました。応援団３名（吉森、谷、関口）を含め、ゴルフを通して親睦が深ま

ったと思います。ありがとうございました。 

広報委員会 中田君 「ロータリーの友」の紹介です。「不透明の時代」と言

う記事ですが、社内の事が内部リークなどされています。ちょっとしたこと

で非常に大きな事になり企業の存続がなくなることが起きています。企業と

してリスク管理が必要であります。また、環境保全をしている企業の紹介があります。私どもの関連企業

にも富山のエコタウンで事業をしています。このリサイクル事業を機会があれば見て頂きたい。 

 社会奉仕委員会 松田君 ９／２８名鉄ホテルで地区の社会奉仕委員長会

議がありました。「環境問題の嘘、本当」と題して話があり、現在の各社マ

スコミの内容に疑問を持つ必要があるとの事であった。今日の誕生祝「オ

ンビジューム」の花言葉は、「あなたに大変感謝している。終わった後も私

といつまでも一緒にいましょう」と言う意味です。心して渡してください。 

本日の卓話  ゲスト卓話 奨学生 リー・ホー君  ・・・【奨学生について】 

 【卓話】 時間の経つのは早く、今年の４月に魚津ＲＣに入ってからもう

半年も経ちました。今日は私の事を皆さんに知っていただきたいと思いま

す。出身は中国江蘇省の中心の南京です。上海の南に位置し富山空港から

上海まで２時間、上海から南京まで電車で２時間半、行くのはとても便利

です。南京は歴史・文化の都で、中国で有名な７古都の内の一つです。 

２００４年１２月に留学のため日本に来ました。中国の大学での専門は

中薬学（日本では漢方学）です。世界でも日本は技術を持っている国です。 

２００４年６月、南京で、今所属している研究室の教授に会うチャンスがあり、留学の希望を伝え快く

迎えて頂きました。最初、日本での生活・研究は思ったより簡単ではなく、毎日の料理、週一回の洗濯、

日本語は解らない、体重も８～９ｋｇ減ってしまいました。くじけそうになったとき、私を支えてくれた

のは中国の家族で、その応援があったから頑張ることができました。当時は、経済的な余裕もなく時間も

なく３年間で論文は一つも書けませんでした。今年の４月から奨学金を頂いてから、生活も安定し経済的

に余裕もでき三つの論文を出しました。とても助かりました。ＲＣの皆さんのおかげです。本当にありが

とうございます。今後は自分の研究だけでなく中国と日本の交流に貢献出来る様に頑張りたいと思います。 

研究の内容を紹介します。富山大学薬学部の博士課程２年生です。東南アジアの薬用植物に含まれてい

る「膵臓癌」に効果のある活性細胞を探索する事です。「膵臓癌」は他の癌より強硬で、「膵臓癌」患者の

生存率は５年間で５％です。効果的な薬はあまりありません。私は「膵臓癌」に有効な活性化合物を見つ

けました。世界にない新しい化合物です。今、動物実験を行い、この化合物の活性体のメカニズムを調べ

ています。これが私の研究の内容です。 


